
Ⅰ 消防技術及び消防団員等の資質向上を図るための事業 

（公益目的事業１） 

 

 消防団員等が火災や災害から地域住民を守り、安全安心な地域社会を作り上げるため

に必要とされる消防技術の向上、消防の団結強化、士気の高揚を図ることを目的に以下

の事業を実施した。 

 

１ 消防操法訓練大会事業 

（１）北海道消防操法訓練大会 

   消防団員の消防操法技能の向上と士気の高揚を図り、消防活動の充実強化を促進

するため、北海道と共催で実施し、出場隊に対する支援を行った。 

    実施日      平成３０年７月２０日（金） 

    実施場所     北海道消防学校屋外訓練場 

    実施種目     ポンプ車操法 

    出場団      １３団 

    参加人員     約１，０００名 

（２）第２６回全国消防操法大会 

   全国消防操法大会に出場した消防団に対し助成金を交付し支援を行った。 

    実施日      平成３０年１０月１９日（金） 

    実施場所     富山県広域消防防災センター（富山県富山市） 

    出場隊      美幌消防団（北海道消防操法訓練大会優勝隊） 

    結果等      団体表彰：敢闘賞 

 

２ 消防研修事業 

（１）消防団員指導員研修 

   各地域における消防力の強化を目的とし、北海道（消防学校）の協力を得て消防

団員指導員研修会を開催し、消防団員の指導者を養成した。 

    実施日      平成３０年１０月２日（火）～４日（木） 

    実施場所     北海道消防学校 

    参加人員     ３０名 

（２）講習会の開催、助成及び講師派遣 

① 消防団員現地教育訓練 

    消防団員の資質向上を図るため、北海道（消防学校）と関係機関及び消防本部

の協力を得て、消防団員に対する現地教育訓練を実施した。 

     実施箇所     １２箇所 

② 「新時代に対応した消防団運営のあり方に関する講座」の開催 

    日本消防協会及び総務省消防庁と連携し、団員数の減少・高齢化等の諸問題に

対応するための研修会を開催し、消防団の充実強化を図った。 

     実施日     平成３１年１月２９日 

     実施場所    旭川市（上川地方支部） 

     参加人員    ５０名 
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  ③ 消防職員の研修 

    防災指導の強化及び円滑な消防行政の推進を図るため、全国消防長会北海道支

部が実施する消防職員の研修に対し支援を行った。 

   また、災害時における人命救助技術の向上を図るため、全国消防協会北海道地

区支部が実施する消防職員に対する救助技術の訓練と指導に対し支援を行った。 

  ④ 女性防火クラブ員の研修 

    女性防火クラブ員の資質の向上と活動能力等の向上を図るため、研修会を実施

した。（詳細は公益目的事業Ⅱに記載） 

  ⑤ 各種研修会への講師の派遣 

    北海道（消防学校）及び各地方支部等が主催する消防団員研修会へ講師を派遣

し、消防団の現状等の説明を行うとともに、消防団員の資質の向上を図った。 

（３）日本消防協会等が主催する研修会等への参加費の助成 

日本消防協会等が主催する研修会等に参加する消防団員等に対し参加経費の 

助成を行い、研修を通じた消防団員等の資質の向上と活動能力の向上を図った。 
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Ⅱ 防火意識の向上と思想普及のための各種啓発活動を行う事業 

（公益目的事業２） 

 

 防火防災意識の向上と防火防災思想の普及促進を図り、消防団等の士気の高揚と団結

強化を推進するため、以下の事業を実施した。 

 

１ 消防大会事業 

（１）北海道消防大会 

第７０回北海道消防大会を石狩市において開催し、当協会の各種表彰及び日本消 

防協会の表彰披露並びに自治体消防７０周年を記念した基調講演を行い、団結の強 

化と士気の高揚、防火防災意識の向上を図った。 

    実施日    平成３０年８月３１日（金） 

    実施場所   石狩市多目的スポーツ施設「サンビレッジいしかり」 

    参加人員   ２，２３２名 

    記念講演   「北海道の災害と防災対応」 

                みずみどり空間研究所 主宰 吉井 厚志 氏 

（２）表 彰 

 消防職・団員の士気の高揚を図るため、優良消防機関の表彰並びに優良消防職・

団員の功績（功労）及び勤続表彰を行うとともに、消防に関する理解と協力を高め、

もって一般住民の防災意識の高揚を図るため、火災予防住民組織である女性（婦人）

防火クラブ、幼年・少年消防クラブ及び消防業務の運営に貢献のあった民間協力団

体等に対し表彰、感謝状の贈呈を行った。 

 【定例表彰】 

① 消防団表彰（４団） 

    ・ 表彰旗      南 空知消防組合南幌消防団 

               北見地区消防組合留辺蘂消防団 

               稚内地区消防事務組合稚内消防団 

    ・ 竿頭綬      大 樹 消 防 団 

  ② 消防職・団員表彰（２，８８７名） 

    ・ 栄光章         ２名 

       北後志消防組合古平消防団  団長 髙 野 俊 和 

       北留萌消防組合遠別町消防団  団長 髙 橋   豊 

・ 功績章       ３１２名 

    ・ 特別功績章     ２３０名 

    ・ 勤続章     ２，３４３名 

  ③ 優良消防関係団体表彰（１３団体） 

    ・ 幼少年消防クラブ（１２クラブ） 

       札幌北区少年消防クラブ協議会（札幌市） 

       伏古本町ひまわり少年消防クラブ（札幌市） 

       石 狩 市 厚 田 少 年 消 防 ク ラ ブ（石狩市） 

       石狩市花川北陽認定こども園幼年消防クラブ（石狩市） 
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       認定こども園 当別夢の国幼稚園幼年消防クラブ（当別町） 

       すくすく保育所幼年消防クラブ（新篠津村） 

       美唄市立進徳保育園幼年消防クラブ（美唄市） 

       美唄市立茶志内双葉保育園幼年消防クラブ（美唄市） 

       美唄市立峰延保育所幼年消防クラブ（美唄市） 

       めむろかしわ保育園幼年消防クラブ（芽室町） 

       めむろてつなん保育所幼年消防クラブ（芽室町） 

       上 美 生 保 育 所 幼 年 消 防 ク ラ ブ（芽室町） 

    ・ 自衛消防隊（１隊） 

       札幌地下街共同防火・防災管理協議会（札幌市） 

  ④ 個人感謝状 

    ・ 本会退任役員              ２６名 

    ・ 永年勤続（３５年以上）職団員夫人   ３０６名 

       ※ 退任役員感謝状は、その他目的事業において支出しています。 

（３）全国女性消防団員活性化大会 

   全国の女性消防団員との相互交流を図るとともに、各地域における活動状況の報

告等を通し、消防団の活動を活性化させ地域防災の充実強化を図るため、第２４回

全国女性消防団員活性化滋賀大会へ参加した。 

    実施日      平成３０年１１月９日（金）～１０日（土） 

    実施場所     滋賀県立体育館「ウカルちゃんアリーナ」（滋賀県大津市） 

    参加者      ３，６５５名 

    うち北海道参加者    ５０名 

 

２ 消防殉職者慰霊祭事業 

   北海道殉難消防員慰霊祭 

   殉難消防員慰霊祭を６月に札幌市において開催し、火災や災害等の活動により 

職に殉じた消防団員、消防職員又は防火防災活動に協力して死亡した一般の人々 

の功績を称え、その遺徳を偲ぶとともに、防火防災意識の高揚と消防活動で再び 

死亡事故を起こさないための意識の啓発を図った。 

    実施日      平成３０年６月２９日（金） 

    実施場所     京王プラザホテル札幌 

    参列人員     約２００名 

 

３ 防火啓発、災害支援の推進、消防設備の充実強化事業 

（１） 防火啓発事業 

① 防火ＤＶＤ等の活用促進 

    火災予防思想の普及啓発のため、防火ＤＶＤ・ビデオの無料貸出を行った。 

      延べ ４８ヶ所 １０１枚 

  ② 着ぐるみ等防火啓発物品の貸出 

 各地域で行われる防火行事等へ着ぐるみ等の防火啓発物品を貸出し、地域住民

の防火意識向上に向けた啓発活動に対し支援を行った。 
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       延べ ６３ヶ所へ貸出し 

  ③ 少年婦人（女性）防火協議会育成強化対策事業 

   ・ 女性防火クラブ地区大会の開催 

     女性防火クラブ胆振地区大会を１０月５日、伊達市において開催し、民間防

火組織の育成強化と防火思想の普及啓発を図った。 

 参加者   女性防火クラブ関係者等９７名 

  ④ 女性防火クラブ連絡協議会育成強化事業 

   ・ 総会、理事会の開催 

    北海道女性防火クラブ連絡協議会の理事会及び総会を下記により開催した。 

        理事会：平成３０年１１月１５日（木） 

        総 会：平成３０年１１月１５日（木） 

  参加者   女性防火クラブ指導者等１４０名 

   ・ 全道女性防火クラブ指導者研修会 

全道女性防火クラブ指導者研修会を１１月１５日、札幌市において開催し、

クラブ指導員の防火意識と資質の向上を図った。 

  参加者   女性防火クラブ指導者等１４０名 

   ・ 各種研修会への参加 

     全道の女性防火クラブ員を、日本防火・防災協会等が主催する各種研修会に

参加させ資質の向上を図った。 

      ・女性パワーと地域防災力を語る集い（日本防火・防災協会） 

          実施日     平成３０年１０月４日（木） 

          実施場所    東京都 

          参加者     女性防火クラブ員３名 

   ・ 「北の安心だより」の発行 

    「北の安心だより」を４，０００部発行し、全道女性防火クラブ員へ配布し

てクラブ員の防災意識の向上を図った。 

  ④ 「防火・防災」に関する作品コンクール 

   若年層の防火意識の向上と併せ、消防団に対する興味を持たせることにより、

将来的な団員の確保に資することを目的に、北海道と共催で全道の小中学生を対

象とした、「防火・防災」に関する作品コンクールを実施した。 

     【北海道消防協会長賞】 

      （作文小学生の部）  新得町立屈足南小学校 ５年 酒井 紅依乃 

      （作文中学生の部）  該当なし 

      （絵画小学生の部）  下川町立下川小学校  ６年 神野 瑞稀 

      （絵画中学生の部）  当麻町立当麻中学校  ３年 徳島 あも 

     【北海道少年婦人（女性）防火協議会長賞】 

      （作文小学生の部）  遠別町立遠別小学校  ４年 阿部 朱里 

      （作文中学生の部）  該当なし 

      （絵画小学生の部）  中川町立中央小学校  ５年 白田 愛生 

      （絵画中学生の部）  室蘭市立室蘭西中学校 ２年 増田 陽月 

 

― ５ ― 



   ⑥ 消防団ＰＲパネル展の開催 

    北海道と共催で消防団ＰＲパネル展を道内３地区で開催し、消防団をＰＲし

消防団員増加に対する意識付けを行ったほか、防災パネル展を掲示し一般住民

に対する防火啓発を行った。 

        ５月２８日（月）～５月３０日（水） 札幌市 

        ８月 ５日（日）          様似町 

        ２月 ２日（土）          北見市 

   ⑦ 防火ポスターの配布 

      火災予防運動にあたり、全日本消防人共済会機関並びに一般住民へ配布し、

防火意識の向上と防火普及啓発を図った。 

 

   ⑧ 北海道消防団応援プロジェクトの推進 

   消防団や団員への支援を通じ消防団活動の活性化に資するため、北海道と連

携し、道内を挙げて消防団を応援する「北海道消防団応援プロジェクト」の推

進に取り組み、消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図った 

    ・ 消防団応援の店事業 

      北海道と連携し、飲食店等の事業所の協力を得て消防団員に対する商品価

格の割引等のサービスの提供を通じ、消防団員の活動の支援を行った。 

       【消防団応援の店の登録状況】  ６３市町村 ３７９事業所 

                      （平成３１年３月３１日現在） 

    ・ 災害支援事業 

      大規模災害等が発生した際に、長期間にわたり災害対応活動、復旧活動等

に従事した消防団に対して災害対策支援金を交付した。 

        平成３０年７月豪雨災害 １４消防団    ２５０，０００円 

        北海道胆振東部地震   １５消防団  １，０１０，０００円 

 

４ 北海道消防新聞事業 

  北海道消防新聞を毎月発行し、会員及び消防関係機関並びに一般住民へ配布し、防

火意識の向上と防火普及啓発を図るとともに、消防職団員に対する消防に関する情報

の提供を行った。 

 

５ 消防に関する調査研究事業 

   ・消防団員数等調査 

     消防団員数等の調査を行い、消防団員確保対策等の研究にあてた。 
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Ⅲ その他の事業（相互扶助事業） 

（その他事業） 

 

１ 消防互助事業 

（１）相互扶助事業 

   消防団員及び消防職員の福利厚生事業として見舞金の給付等を行った。 

        香 典          ３９件   ３，９００，０００円 

        供 花          ３２件     ３９１，０４０円 

        弔 電          ２７件      １３，９０４円 

        罹災見舞金         ３件      ８０，０００円 

        傷痍見舞金         ３件      ２５，０００円 

（２）本会役員等に対する顕彰事業 

   本会役員を退任された２６名の方々に対し楯を贈り顕彰した。 

（３）消防殉職者遺族会事業 

   北海道消防殉職者遺族会の運営を援助するとともに、遺族交流会の開催、会報の

発行（３００部）などを通じ遺族の福祉増進を図った。 

 

２ 消防団加入促進事業 

  消防団員の減少傾向に歯止めをかけ、活動をより活性化させるため、消防団が実施

する地域の実情に即した取り組みに対し支援行った。 

（１） 消防団活性化対策事業 

全道各地で消防団が実施する地域の実情に即した消防団の活性化に向けた取り

組みを推進するため、消防団活性化対策交付金を交付した。 

・イベントの開催、広報用グッズの作成、広報紙・パンフレットの作成等 

   ・交付額  １１，３５６，５００円（H29.10定数 37,855名×300円） 

 

３ 地方支部推進事業 

（１）地方支部交付金 

    地方支部交付金を交付し、地方支部が実施する事業の円滑かつ積極的な推進を

図った。 

   ・交付額  １，９７０，８８０円（加入者数 24,636名×80円） 

（２）地方支部事務局長会議 

    地方支部事務局長会議を札幌市において開催し、本会と各地方支部との連携強

化を図った。 

     開催日：平成３０年 ６月１日（金） 参加者：１４地方支部 １６名 

（３）研修会等への出席 

    各地方支部が行う研修会等へ出席し、本会事業の説明を行い本会事業に対する

周知を行った。 

 

４ 日本消防協会が実施する共済事業等 

   日本消防協会との連携を緊密化し、関連事業の効果的な推進に努めた。 
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Ⅳ 会議の開催等 

 

１ 北海道消防協会役員等会議 

（１）正副会長会議 

   ６月７日、６月２９日、７月２０日、３月１５日 

（２）理事会・評議員会 

   ① 平成３０年度第１回定例理事会    平成３０年６月 ７日（木） 

   ② 平成３０年度定時評議員会      平成３０年６月２９日（金） 

   ③ 平成３０年度第１回臨時理事会         〃 

④ 平成３０年度第２回定例理事会    平成３０年３月１５日（金） 

   ⑤ 平成３０年度第１回臨時評議員会        〃 

（３）地方支部長会議 

   ７月２０日、３月１５日 

 

２ 日本消防協会役員等会議 

（１）日本消防協会正副会長会議 

   ６月１４日、７月１３日、９月１２日、３月４日  平井会長出席 

（２）日本消防会館改築（建設）委員会 

   ５月２３日、６月１４日、９月１２日、１２月６日、２月６日 平井会長出席 

（３）消防団員確保対策委員会 

   ３月４日  平井会長出席 

（４）日本消防協会理事会 

   ６月１５日、９月１３日、３月５日  平井会長、能任副会長出席 

（５）福祉共済事業等運営委員会 

   ５月１７日 櫻橋副会長出席、２月２０日 能任副会長出席 

（６）全日本消防人共済会理事会 

   ６月１５日、９月１２日、３月４日  平井会長出席 

（７）日本消防協会評議員会・全日本消防人共済会総代会 

６月１5日  平井会長、櫻橋副会長、長門副会長、富居副会長、丸山副会長出席  

３月 ６日  平井会長、能任副会長、武山副会長、坂口副会長、有賀副会長 

          本間副会長出席 

（８）都道府県消防協会事務局長会議 

   ２月２６日  事務局員出席 

 

 

 

 

 

 

 

― ８ ― 


